



三 枝 大 修
ジュール・ヴェルヌ (Jules Verne, 1828-1905) の長篇小説『シャーンドル・
マーチャーシュ』1)には，全 35 章中 2 章だけだが，モナコとその周辺を










































































































































































































































































3) 海抜約 20 メートルに位置するモンテカルロのカジノに対し，ラ・テュルビ
ー中心部の標高は約 500メートルである。
4) ここで言及した地名の原語表記はそれぞれ「Beausoleil」「Route de la
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5) ここで言及した地名の原語表記はそれぞれ「Route de la Corniche」「Route de
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前中」〔441〕，「午後 1 時頃に」〔441〕，「時刻は午後 3 時だった」〔441〕，「4
時の鐘が鳴っていた」〔442〕，「4時から 6時のあいだに」〔442〕，「6 時半に」
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9) Lettre de Pierre-Jules Hetzel à Jules Verne du 7 décembre 1884, Correspondance
inédite de Jules Verne et de Pierre-Jules Hetzel, éd. Olivier Dumas, Piero Gondolo
della Riva et Volker Dehs, Genève, Éditions Slatkine, t. III, 2002, p. 252-253.（なお，
「地理の描き方」と訳した部分の原語は「typographie」だが，それでは意味
が通らないので，「topographie」の誤記ないしは誤植であると解釈した。）
10) 『シャーンドル・マーチャーシュ』の草稿（全 3 巻）はナント市立図書館の
ウェブサイト (https://bm.nantes.fr/home.html) で閲覧することができる。紙葉
の右上に手書きで頁番号が記されており，第 1 巻は 110 頁，第 2巻は 154 頁，
第 3 巻は 126 頁からなる。《モナコ篇》に該当するのは第 3 巻の 26-49 頁で
ある。
11) この段落で新たに言及した固有名詞の原語表記はそれぞれ「ravin de Sainte
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できた（図版 � と写真 �）。ヤシの木が，いまでもそこここに生えているの
が何となく嬉しい。
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2010 年（特にその第 2部「『80 日間世界一周』と横浜」）。
書 評
Bridging Disciplinary Perspectives of Country
Image, Reputation, Brand, and Identity,
Edited by Diana Ingenhoff, Candace White, Alexander Buhmann,





った国の知覚 (country perceptions) は，日常の買い物行動から国の政策に至
るまで幅広い影響を及ぼしており，これまで実に多様な分野で研究されて
きた。例えば経営学ではグローバル・マーケティング，デスティネーショ
ン・ブランディングなど，社会心理学では集団間関係，集合的アイデンテ
ィティなど，社会学と政治学では国家間関係，政治人類学，パブリック・
ディプロマシーなど，コミュニケーション・サイエンスではメディア，国
家間コミュニケーション，広報，コミュニケーション・マネジメントなど
が挙げられる。
本書は，これらの多様な研究分野の視点を橋渡しすることで，よりオー
プンで学際的な研究を促すことを趣旨としている。学術研究は各々の狭い
領域に留まることが多いが，近年学際的な研究の重要性も多く指摘されて
おり，本書もそういった取り組みの一つとして非常に示唆に富む一冊であ
る。
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